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利用・用途・応用分野

メタボリックシンドロームのリスク管理、虚血疾患治療薬・食品添加物の評価

目的・課題 解決ポイント

動脈硬化や塞栓症の循環器疾患は、
血液中の赤血球の変形能が損なわ
れることも発病因子である。現状はフ
ローセル内を通過する赤血球の状態
や通貨時間を顕微鏡下で観察する手
法（ＭＡＣ-ＦＡＮ）が用いられているが、
定性的な評価手法にしか過ぎない。

本発明測定装置は、固定平板と可動
平板の間に間隙板を介在させ間隙板
の間の空間に血液細胞を含む試料を
載置。可動平板に対し固定平板側へ
の押圧作用を与える手段をせん断応
力負荷機構とした。可動板の往復動
の際にも固定平板と可動平板との間
隙が精度よく保持され、試料の流れ
の平行度が高められた。
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【本実施形態のブロック図】

【背景】
動脈硬化や塞栓症などの循環器疾患においては、血液中の赤血球の変形能が損なわれることも発病因
子の一つであり、診断ツールとして有効である。
変形能が低いと、
○赤血球が血管中を流れにくくなる
○短寿命になる、 などの障害が発生する。

現状は、フローセル内を通過する赤血球の状態や通過時間を顕微鏡下で観察する手法（ＭＡＣ－ＦＡＮ）
が用いられているが、定性的な評価手法にしかすぎない。

【発明の内容】
採取した血液サンプル（数滴程度）に直接、周期的せん断応力を与え、その際の赤血球の変形の様子を
顕微鏡・高速度カメラで直接観察する。赤血球は、「扁平に変形する」⇔「もとの形状に戻る 」という変形
を繰り返す。変形の際に赤血球の透過する光の強度も変化する事も明らかにしたので、血液サンプルの
透過光強度を解析する事により、赤血球の変形能の定量評価可能になる。
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赤血球の変形能を直接観察することで、
○メタボリックシンドロームのリスク管理（予防医学の観点からのパーソナルヘルスケア）
○末梢循環機能改善効果の開発（虚血疾患治療薬・食品添加物の評価）

等が可能になる。
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図 装置模式図 （研究室試作機あり）

図 マウスの血液サンプルの透過光強度の変化のＦＦＴ解析

赤血球変形能：Wild type（緑） >Agouti type（赤）

Wild Typeの血液は，Agouti Typeに比べて，負荷周波数
より低域において，FFT強度が高い値を示した．人為的
に強度を変えた実験（浸透圧による調整）と同様な結果
が観察された．◆ お問合せ先 ◆

有限会社山口ティー・エル・オー TEL: 0836-22-9768  E-mail:tlojim@yamaguchi-u.ac.jp

血液細胞の変形能の測定の再現性が高められる。血液細胞を含む試料の載置部の
構成をディスポーザブル化でき、血液による感染症のリスクが軽減される。構成が簡
易で精度がよく、日常的に利用できる。




